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高
度
國
防
國
家
に
於
け
.^
1
_人
口
の
多
少
は
，
直
ち
に
綜
合
的
國
カ
の
强
弱
に
響
く
-o. 

國
內
的
に
は
人
口
資
源
問
題
と
し
て
、
對
外
的
に
は
民
族
，發
展
問
題
と
し
て
、
人
口
政
策 

の
威
ヵ
の
_
感
せ
ら
る
、
秋
、
人
口
論
第
六
版
の
完
譯
成
る
。
.

•

由
來
、、
經
濟
古
典
中
"
本
書
の
如
く
誤
解
の
渦
中
に
投
ぜ
ら
れ
た
る
も
の
は
ニ
と
な
い
。
_ 

し
か
し
，
修
正
さ
る
べ
き
ば
、
.彼
の
政
策
的
結
論
に
し
て
、
打
樹
て
ら
れ
た
る
人
口
原
則 

そ
の
、
の
は
今
に
そ
の
光
芒
を
放
つ
0
玆
に
改
稿
數
平
、
一
字
一
句
を
も
带
く
せ
ざ
る
本 

■決
定
販
を
贈
る
。
：
マ
ル
サ
ス
を
乘
越
え
て
新
し
き
人
口
政
策
を
確
立
し
、
益
々
强
カ
に
し 

て
|1
裂
な
き
民
億
萬
の
結
成
に
资
ザ
ん
が
た
め
に
。
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p
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第
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版
完
驛
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:

ノ
現
代
1
於
け
必
經
濟
的
自
給
主
.
は
い
國
家
主
義
を
中
心
と
す
名
.も

0
で
あ
る
が
、
而
も
、
廣
義
‘に
於
け
る
經
濟
的
自
給
主
笼
は
、 

泜

世

國

家

卞

先

好

し

ノ

韻
^
孓
鹚
乎
た
る
過
去
に
遡
る
も
め
で
^.
るC

)

總
じ
て
崗
給
自
足
は
，原
始
社
會
の
特
性
で
あ
つ
た
と
稱

す

る

と

 

2
が
出
.來
.よ
う
。 

' 

-
ハ 

ノ

-
ン
’
い

'

'

/

:

/

:
 

, 
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’

へ
吾
人
W
*'
.他
め
’機
會
に
•於
^
、て
、
古
代
希
臘
に
.於
け
る
ホ
•メ
.丨
口
'ス
時

代

の

氏

族

若

し

く

、は
家
.族
が

、

初

.め

は

廣

大

な

る

集

團

で

あ 

.，つ
て

、

同
1‘
の
刺
雄>
共

同

の

祖

先

と

し

で

有

す

る

、こ

と

を

主

張

す

シ

.總
べ
て
の
者
坟
、
同
一
の
爐
邊
に
結
合
す
る
の
風
を
維
持
し
て 

居
つ
だ
ヒ
と
奢
述
べ
た
。
家
族
圑
體
は
、
其
の
’自
治

權

を

維

持

し

、
，自

己

：の

I
長
と
、
自
己
の
禮
拜
と
-
自

B '
の
行
政
と
自
己
の
司 

,

鐽k

的
，自
输
逾
|
截
想
，史
搽|
| 

へ

、

.

.
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し
’ 

f

i

l

l、
不 

て
p

t

. 

有
財
處
I

f

者
は
總
i

ハ
同
の
仕
事
を
肋
成
す
る
s

f
嚴
t

な
け
れ
ば
な
ら

.

夂
る
"拙> 

n

lを
ム
Pん

.
I

l

t

l

i

l

l

l

 

其 

I

 の
程
I

I

 

’ 

( 

家
i

治
l

i

l

i
「

市」

？

ス)

は

、

誓

、
i

l

l

.
て
、

l

i

 

き

中

、ひ

を

有

す

る

こ

と
I

た
の
で
ぁ
る
。(

『

三
田
學
會
雜
誌』

第
二
十
七
卷
第
九
號
所
載
I

V

ク

レ

丨

ス

ぅ

赢

"
た

.

w

客

|

愛

4

1
 一
 

1(

1

.)

を
以
つ
て
事
物
I

I

た

る

善

先
づ
其
の
結
束
力
を
人
I

I

舊

|

す
る
ブ
ラ
ト
丨
I

家
i

す 

，
。
即
ち
*
彼
i

へ
ば
、
.吾
人
は
個
i

l

l

は
な
く
、
而
も
、
悉
く
皆
、
I

欲
望
U

す
I

I

故

何
物
を
も
缺
i

の
.な
い
領
土
を
有
し
、
外
襲
尝
依
賴
す
る
の
要
I

自
足
的
國
家
の
.理
想
は
生
じ
ナ

於
い
て
‘ 

I

如
き
は
、

1

物
の
不
t

じ

、
一
之
れ
を
輸
|

ぐ

I

、
葡
獲
及
び
橄
I

I

I

iv

S

拂
ふ
の
必
要
を
來
し
•■较
S

際
的
分
勞
を
f

、
.夷
5

土

、，
ィ〕

と
正
規
的
醫
を
行
ふ
蒙
つ
与
，ソ
.
1ン
は
エ
琴 

と
海
外
質
f

l

働
し
-
之
れ
篇
宜
な
る
新
f

與
へ
、
農
民
を
.し
て
小
麥
耕
作
よ
り
掀
機
篆
に
向
は
し
め
、
又
、
橄
f

以
. 

外
の
丑
園
產
物
の
輸
出
嘉
止
H

而
しV

、

橄g

油
の
輸
出
增
加
に
連
れ
て
、
其
の
容
器
た
.る
陶
器s

生

寶

亦

、
嚣

す

.る
に
. 

至
つ
•た
。
.
外

國

貿

易

の

靈

が

人

口

g

增
加
と
富
‘の
蓄
積
と
I

戟
し
.
穀
J

作
が
？

衰
微
す
る
と
共
に
、
雅
典

は

、

一
方
に
於

V
て

は

ポ

ン

ス

、
ス
ラ
キ
ア
ス
ユ
リ
,

挨
及リブユア
及
び
シ
キ
リ
ア
等
の

.各
地

方

よ

り

§

.穀

物

船

の

航

路

を

防

護

す

る 

と
共
に
,
I方
に
於
い
て
、は
.
自
國
の
消
费
に
取
？

必
要
な
ダ
穀
物
の
供
給
を
確
保
す
る
•が
爲
め
編
制
的
.法
制
を
制
定
し
な
け
れ
‘

:^l
::
:

l

^

^

J
、
;:
r

w

(f
'
.f
J

^

^

f

謹

國

際

主

薄

|

善

ん

と

i

f

 

i
作

謂

明

確

に

I

I

.綴

,

ぎ

て

、
又
希
醤

ブ
ラ
，，

ン
は
其
の『

國
^
篇y

に
於
い
，て
は
*
輸
入
品
を
要
す
飞
こ
と
の
な
い
地
域
，に
-
都
市
的
國
家
，を
巍
設
す
る
と
と
は
殆
ん 

げ
ン
目
なK

力

故

に

-4*
よ
り
良
國に'-

所
要9

貨
物
を
輸
入
す
る
商
人
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
認
め
、
.而
し
て
輸
入
を
行
ふ
" 

者
は
、
對
手
國
の
要
求
す
る
貨
豐
携
へ
る
H

、
'豪
を

以

.つ
て
出
發
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
が
故
に
、
自
國
市
民
は
、
雾

に 

‘貝

の

鍵

に

足

，票

け

を

生

產

す

H

ず
、
，彼
れ
等
が
其
の
■勤
務
を
必
要
と
す
る
人
々
の
要
求
す
る
物
品
の
一
定
量
を
も
亦
、
.
. 

i

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

，と

說

い

た

。

I

,
 

3

1

s
 

A

O

,

f

に

ず

ス

ト

テ

I

_昼

.つ
て
は
、•
麗
的
自
給
夏
の

,禾
|

^
人
之
れ
義
|

に
於
い
てI

致
す
る
所
で
あ
る
と
做
し
て
ゐ
る
。
即
ち
日
く
.ベ
ー
國
が
如
何
I

領
土
を
荷
す
S

で

■
M濟
的
自
耠
主
’義
鹿
想
也
槪
餃

.

.

. 

, 

'
ヒ
一
 

c
l
a

六
九V
;



,經
濟
的
自
給
主
義
思
#

嵌̂

觀

、
 

.四

.

.(

一
o
七
S
 

.あ
る

■̂に
關
し
て
は
、
何
人
羌
自
給
自
足
の
程
度
最
も
大
な
る
‘も
の
を
稱
傲
す
可
き
と
と
が
明
か
で
あ
■る
。
自
給
自
足
的
な
る
が
爲
め 

に
は
厂
這
般
の
領
土
ル
必
然
其
の
.住
民
に
總
ぺ
て
の
坐
活
必
需
品
を
供
給
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、蓋
し
、總
べ
て
*の
物
を
有
し 

て
へ
^
物
を
も
缺
く
こ
と
の
な
い
の
が
滿
足
で
あ
る
加
ら
で
ぁ
る
.

」

也
。
而
し
て
！
、
彼
机
は
、其
の
廣
袤
に
關
し
*て
は
、-»
の
往
民
が 

自
由
と
節
度
I

有
しV

有
閑
の
生
活
墓
る
至
が
出
來
^
S
K;
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
做
し
て
ゐ
る
。(

冥

S

6 B.
)
o

 

• 

然
し
な
が
ら
、
霞
政
治)

家
•の
見
地
は
往
^
:に
‘し
て
狹
小
な
.る
都
市
的
讓
貧
域
を
管
て
遠
く
進
ん
だ
。
ぺ
ジ
ク
V

ス
は
日
,

ぐ

、
，

「

我
れ
.普
の
都
市
の
偉
大
は
、陸
續
と
し
.て
全
世
界
00
-產
物
を
吸
引
す
る
.

」

と
。
骓
典
-̂
中
心
..とし
て
：世
界
的
布
場
を
建
設
せ
ん
•と 

す
る
雄
大
‘な
る
夢
想
は
殆
ん
ど
現
實
化
せ
ら
：れ
た
。
而
.し
て
、
同
國
が
政
治
的
覇
權
.を
喪
失
せ
る
時
に
f

'いて
，す
ら
、
其
の
商
業
上
の
. 

茧
上
權
は
’
炎
は
れ
る
こ
と
.が
な
か
つ
た
。
骓
典
人
が
市
場
の
亥
配
者
た
る
地
位
を
維
持
す
る
.こ
'と
を
得
た
の
、
は

、

'
'固
ょ
^
種
々
.
な

る• 

事
情
に
尝
も
の
で
は
ぁ
る
が
、
就
中
、
最
も
力
の
有
っ
た
^
の
は
、
彼
れ
等
の
艦
隊
が
猶
ほ
世
界
最
優
秀
の
も
の
で
：あ
っ
た
’：一
等
^

あ
.る
。

.

; 

• 

; 

. 

• 

\ 

. 

-

'

:

^
.
0
 ̂

:海上
：の
_
權
#
海
外
め
領
土
的
膨
脹
、
 

と
は
今
や
興
，©
女
固
に
取
づ
.て
必
要
缺
<
可
_か
.ら
•ざ
.る
..も
.の
と
爲
っ
.た
が
爲
.め
で
あ
る
。
.ア
レ
.ク
サ
ン

ド
ロ
ス
の
理
念
は
都
市
的
自
治
.
.，

知
：̂

希

霞

销

1

.に

.何
分
ぬ
進
#

%'
.̂
1 :
1|
1

5
麫
 

_
 

•

倫
理
的
批
評
家
た
る
の
域
を
脫
.す
る
こ
と
の
出
來
な
か
つ
た
ア
リ
ス
.ト
テ
レ
ー
ス
は
、
終
に
.其
の
弟
子
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
上
指
導
す
ハ 

名
之
と
.が
出
來
な
く
澈
っ
^0
.ア
‘
ク
サ
ン
卞
ロ
ス
;<
0
.
.
登
場
と
共
.に
、
.希
懺
人
の
政
治
胸
及
ガ
社
會
別
地
平
線
は
.：
_ ̂

地
理
的
の
--
*
:

れ
と
等
し
く
I

せ
ら
れ
たO

彼
れ
の
S

は
、
希
職
思
想
家
の
：腺
裡
に
f

た
理
想
國
の
構
造
を
一
變
し
たo
彼
れ

以

前

に

夢

，想
仓 

ら
れ
た
现
想
國
に
在
つ
で
は
、
猶
ほ
赔
級
的
支
配
と
蚁
隸
制
度
と
‘が
极
柢
七
成
じ
-て
居
つ
た
ノ
然
‘る
气

‘彼
れ
以
後
に
-於
い
て
は
、
多

交
易
な
く
、
大
地
の
霸
に
依
存
す
f

の
で
あ
つ
た
。
、'ツH 

f

ン
の『

ポ
リ
テ
ィ
ア』

に
在
つ
て
ば
、
總
ベ
て
ゎ
人
々
が
、悉
く
皆
，、
 

人
種
浩
し
く
は
制
度
の
差
別
な
く
、

-^
-
に
宇
宙
に
遍
滿
す
る
普
喷
法
に
從
ひ
、
又
之
.れ
と
.•一
 
致
し
、
•而
し
て
ノ
强
制
に
-よ
る
こ
.と
な
く

し

■

■

■■
«
糧

 
_

:-
:

1る
_

_

響

親

' 1
_

1 :
_

1

磐

_

，可
费

世

與

が

、
，、
ア
.レ
ゲ
'サ
シ
.ド
ロ
：
ス-の

壯

圖
..の

靈

感

を

受

け‘て

夢

想

せ

ら

れ

た
0.
,
,
而

レ
.そ
ば
萬
：人
悉
<
同

1
>の
衣
服
.を
着
し
、'毫 

も
不
苜
f

る
禮
節
な
く
、
結
婚
な
く
、
、家
族
な
く
、
_
殿
，な
く
'
法
荷
な
く
？
貨
|
な
く
、
讓

な

V

體
育
館
な
く
、
又
總
ベ
て 

の
因
襲
及
妙
.傅
統
的
制
度
な
き
無
何
有
鄕g

な
名
も
の
で
あ

、
，つた
。
ア
1
ス

ト
テ
レ

丨
ス
の
學
徒
、
メ
ッ
サ
ナ
の
，デ
.ィ
が
.エ
ア
ル
ホ
ッ 

ス
は
其
の
，5

■
の
生
活』

に
於
い
.て
、

人
間
が
自
然
と
一
、
致
，じ

'て
生
活
.せ
る
原
始
的
樂
園
を
叙
し
、這
般
の
黄
金
寺
•代
に
在
つ
で
は
- 

人
顧
は
其
の
食
料
.を
動
物
に
仰
が
ず
し
て
-
艰

:«
を

以

づ

て

释

き

、

而
、し

て

私

有

財

產

の

害

：惡

が

發

達

し

て

、
人

間

社

會

の

、駿

類

を

誘 

起
す
る
れ
I

f

*
僧
惡
及
び
闘
蓄
激
成
す
可
き
何
物
も
存
し
な
か
0 }
た
.こ
と
を
說
い
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
.高
時
代
の
ナ 

フ
テ
>
.
'
グ
人
へ
ヵ
ゾ
イ
オ
、ス
に
よ
つ
て
埃
及
の
パ
，ロ
王
國
を
理
想
化
し
，

て
！！

寫
せ
ら.れ
た『

キ
ン
メ
リ
T』

に
於
い
て
は
、

あ
ら
ゆ
る
被 

征
服
地
は
f 
く

市
民Q

間

单

等H

分
配
せ
ら
れ
、
而
し
て
‘其Q

地
產
は
<寶
却
せ
ら
れ
.る
え
と
を

得
ざ
‘る
も

S

あ
？

.
人
間
は
營
：

一

ホ

欲

■
及

び

之

れ

よ

り

結

來

る

總

ベ

< Q

病
患
か
ら
免
れ
、
而
し
て
.其Q

理
想
と
す
る
所
は
最
大
の
增
加
で
は
な
く 

•
,
' 

,
, 

•

齧

；

g.

自
給
、干；義
思
、想
史
槪
觀
，
• 

ハ

-
. 

I 

(
1
0

七一)

.



.

,
,
,
鸫
1
的
卽
拾
.
|思

想

史

槪

觀

六

丨

•

(

.

】

'

ノ

 

し
て
、
最
高
の
社
#
的
理
想
を
R
標
と
せ
る
市
民
の
發
嚴
.で
あ
つ
た
。
マ
ケ
ド
一
一
ブ
.奢
ッ
サ
ン
ド
ラ
の
咳
人
エ
ゥ
ヘ
メ 
ロ
ス
に
ょ
ク 

v
m

l

錄
I

s
ラ
•ア
ナ
グ
ラ
•フ
エ)

中
に
f

れ
I

A
S.
-

I
ょ
言
統
治
せ
ら
る
"
印
度
附
近
の
一
岛
嶼
に
•於
け
る
理
‘ 

£想
的
社
富

1
い
て
は
V
階
級
的
1

,

1

’
な
が
ら
も
.
，勞
働
は
著
し
く
尊
敬
せ
ら
れ
、
工
匠
I

I

級
に
f

、
農
夫 

は
f

階
級
に
願
し
、
而
し
て
牧
人
は
5

と
同
一
の
地
位
に
在
る
もq

で
あ
？

、
各
自
の
庭
園
を
除
き
、
土

地

及

他

の

生

丨

I

料
は
、
悉
ぐ
皆
、
井
同
で
あ
る
。
土
地
m

i

l

l

と

蒙

が

、
而
も
、
農
雲
收
入
は
等
し

q

の
收

益

を

養

消

費

i

s

同

羅

，昼

し

、
單
I

s

l

f

 

I

f賦
#

l

f

 

f

、
I

若
し
く
は
商
業
階
級
I

要
と
す
t

と

が

な

い

の

で

意

。
又
パ
ィ
n

i

l

國
I

い
て
、
赤
道
直
下
に
於
け 

る

腎

敎

徒

の

議

を

叙

し

た

。
此
處
に
は
樹
木
I

し
て
熟
I

I
實
を
絕
や
す
こ
と
な
く
.’市

證

里

其

の

力

と

f

を
失
ふ 

ビ
と
が
な
い
。
總

べ

车

ら

、
S

I

り
、'
富

と

翳

と

案

知

で

あ

り

、倉

I

I

す
る
こ
と
な 

く
、
全
般Q

社
會
的
及
S

濟s

生
活
は
總
べ
S

同
制
f

下

に

置

か

れ

、、
.
•あ
ら

ゆ

る
i

資

料

の

集

寵

、度

が

認

め

ら

れ

、

同

f

_

薩

_

_

_

 の：

(
A
l
b
a

 

^
 

I

 

I

 

o
f

 

A
l

t

 

a

l

l

 

vol. 

I. 

g
 A

l
t

 

I

 Ea
s
t

 

a
n
d

 G
r
e
e
c
e
,
1
9
f

 

0

羅
摄
も
亦
、
希
臘
と
同
様
な
る
進
化
の
跡
を
迪
ク
た
。
羅
馬
は
'
初
め
、
火
家
族
即
ち
氏
族
の
霞
に
過
き
ざ
る
も
の
で
あ
パ
，
 

I

置

l

i

’l

l成
し
、
別
i

f

し
i

人
I

消
滅
し
て
、i

法

律

急

|

族
共
同
體
の

み
を
認
め
'̂
チ 

で

寒

た

0̂
農
業
は
早
ぐ
か
ら
し
セ
羅
馬
經
濟
.生
沾
の
大
支
柱
で
あ
.り
、へ
殊
‘
2

ド
.ル
リ
ア
王
朝
の
君
主
が
傲
逐
せ
ら
れ
て
後
は
、
羅 

'
馬
は
全
く
I

.

S

I外
に
f

、
遲
S

奠

業

經

濟

に

，依

存

し

て

居

っ

だ

。

•然
し
な
が
ら
、'夙
5

馬
.に
於
い
....
て
、
.
排

水

用

の

隨

姑
®
せ
し
め
.っ
、
あ
っ
た
i

•

る
も
の
で
ホ
る
。

羅
馬
は
f

 

S

廉
ぎ
食
物

.の
：供

給1
助
成
す
|

以
っ
て
其
の
重
要
ぎ
策
へ 

一
の一

と
し
な
け
れ
ば
I

な
か
っ
,

其
.Q
t果
は
.、
必
然
、
農
業
階
級
、
殊
.に
小
農
民
階
級
の
利
益
を
抑
織
し
な
げ
机
ば
な
ら
な
が
.：
 

.っ

.た

」

^

1

.マ
ヶ
十
-ー：ア
戰
役
時
代
:̂
赞
、羅
馬
の
兵
士
は
常
に
國
が
か
.ら
輸
入
せ
ら
.る
上
展
料
を
以
っ
て
支
持
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
、
 

へ.西
班
牙
及
沙
シ
キ
リ
ア
か
ら
の
穀
物
供
給
は
、
促
廉
I

值
格
を
以
っ
て
庶
民
に
販
寶
せ
ら
れ
た
。
小
農
民
が
、
有
利
な
る
輸
出
品
を

.̂

^
; 1
嘯
^

^
. 1
;
@
^
項̂
經
^

避

傳

廳

，_

—
鐵

^ '
容
へ
1

;
與
靠
翁
地
圭
汰
葡
菊
酒
幺
海
掛
，

暮

鼠

_

«-
|

;所
有
し
、
穀
物
^
生
靡
す
名
.ょ
り

，
<
'
寧

ろ

之

れ

が

輸

入

鼻

っ

た

。

牧

f

經
營
も
亦
、
資
本
を
要
す
る
，̂
の
で
あ
丨
っ
て
、
同
じ
く
，

W 
甯
賓

5
_

;̂.
|0准

:1
>

.

*'1
>
_
;
:
邀
^
の
輪
ふ
^
_
_
;
,
小
«
:«
#

^

:塗

減

ま

_

外
8

;:
^

簿

通

滅

し

讓

_

1:
'

1
のー#

,

場
_

設
_
^
^

生
淹
'
6
|
8
\傲
は
省
識
に
ょ
っ
て
.行
ば
れ
る
と
と
が
愈
々
多
き
を
加
へ
た
。
終
に
■は
、
-S5
弗
利
加
、
の
屬
領
及
，び

帝
國
領
域
^

他

の

部

分

か 

ら
顧
馬
沛
に
狗
っ
て
多
,*
の
穀
物
が
積
み
出
冷
れ
る
こ
と
ム
爲
っ
た
。
絡
，し
な
が
ち
、
全
體
と
じ
言
へ
ば
、
帝
國
は
*

K

體
に
於
ハ
て
. 

自
給
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。‘
.询
に
、、
最
初
调
變
る
範
園
内
に
於
い
：て
、自
給
'的
'で
あ
っ
た
羅
馬
は
*
次
第
に
其
の
嘉
難
を
感
ず
る 

:

.

'
 

'

鸫
濟
的
、
粉
在
雜
想
想
史
！

g
» 

‘ 

.

,

一
.
.
■.、-

:

七
 

' 

.
c
l
o
s*
a



.M.
濟

的

是

虫'雜
思
想
^
嵌
鶴

 

, 

パ

.CT
Q

-fe
i
D

、

K.
蓮

れ
.て
、‘益
々
其
の
.屬
領
.を
膨
脹
せ
し
め
、
.其
の
自
.給
主
義
.の
眼
與
を
擴
張
せ
し
.，め
た
も
の
.と
^
稱
ず
る
こ
と
が
迪
來
よ
ぅ
& 
■羅
馬 

、，の
世
界
的
‘齧
内
に
於
い
、て
夥
し
く
.#
數
に
'.分
立
し
た
經
濟
的
电
心
は
、
往
來
頻
齋
な
る
.街
道
に
よ
つ
て
.連
結
せ
ら
れ
た
。
原
始
生
途 

く
に
從
事
し
つ
-
-
1地
方
と
組
織
的H

原
料
品
を
蠢
し
t

i

n

、
？

な
•る
中
心
に
於
け
I

圣
る
讓
の
經
濟
的 

.特
辣

化

ど

共

ホ

、
，活
撥
為
る
，相

瓦

交

爆

と

.顯
著
な
る
相
互
依
存
、と
を
坐
ぜ
し
め
て
居
つ
-た
。
、

(

H
g 

>

R

I 

History,

,
斯
く
て
、
，羅
馬
带
國
は
高
度
の
都
市
的
繁
榮
を
來
し
、
.都
市
ブ
上
ジ
、ュ
ヮ
文
一
化
に
栽
礎
を
有
す
る
自
巾
經
濟
體
制
を
進
歩
せ
し
め 

“fr
Q
:
.
で
^
:る
.̂'
、
：
而

逸

沾

*

^

で

霧

張

 

^
入̂

：主«

獸̂
:^
急
：«;
動

<?
:
'
'
.
:
^

て

ハ

國:«
§
^
我
主

'*
,'&
«
胡
*
减：

層
^
化
及
.. 

.ぴ
獨
裁
的
‘態
度
を
以
つ
，.て
特
微
と
す
る
國
家
社
會
、王
義
は
其
の
>
を
進
め
在
1而
し
，て
、
之
れ
に
次
い
で
.、
誇
張
.せ
•ら

れ

た

國

家

社

會 

,由
義
に
對
抗
し
て
、
封
建
的
領
主
•に
よ
つ
て
代
表
せ
'ら
れ
各
新
た
な
る
個
人
主
義
は
發
生
し
、ノ
ブ
ー
ル
ジ
ュ
ヮ
的
都
市
文
^

T

ひ
經
濟 

，か

ら

咏

建

，
的

.田
園
的
文
恨
及
び
經
濟
に
移
.る
の
傾
向
味
次
第
に
顯
著
ど
爲
つ
た
.0
C

I
ゾp. 

p

)

o
早
ぐ
旣
：
に

西

紀

第

.
一
世
紀
に
始 

ま
つ
た
也
方
分
散
は
、
乳
に
西
紀
ニ
百
年
<の
交
に
於
い
.て
->
.初
期
韻
典
蕋
督
敎
父
を
し
て
..經
濟
的
地
、方
'主
義
に
立
.脚
せ

.る
言
說
を
行
ふ

: 
,■
.ノ

— 

■ 

i 

■ 

■ 

■

.
-
-
-
-
-

 

-

T
至
ら
ノ
め
た
。

.即
ち
、
カ
ル
タ
ゴ

人
テ
ル
.ツ
.リ
ア
ヌ
ス(

Q
u
i
n
t
u
s

 

se.pti

-s.us 

Florens 

T
e
r
s

tr.anus
;

は

其
のf

婦
人
の
衣
裳
に 

就
い
て
し
ヒ
於
い
セ
ノ
信
紙
に
向
つ
て
、
神
が
.彼
れ
等
の
間
に
潤
澤
な
ち
し
め
た
^
も
の
、
換
言
す
れ
ば
、
地
方
的
■に
生
嵛
せ
ら
る
、 

も
.の
を
以
つ
て
、滿
姐
し
、
外
國
よ
り
輸
入
せ
‘ち
る_

、
奢

侈

品

を.追
求
す
る
こ
と
な
か
る
可
き
を
勸
吿
し
た
。•

-^
cr
e
, W

n
t
m
g
s

 

o
f 

Q
u
i
n
t
u
s

 

Sept. 

Flor. 

T
e
r
H
u
i
a
n
u
s
,

 

t
k 

b
y
-
s
.

 

T
h
e
l
w
a
U

 a
n
d

 Pete 
ベ 
k
'o
l
m's
y
 c

l
a
r
k
w

 

A
n
te-、N

i
c
e
n
e

 

Christian 

r?bj
、ary.

へ
..:

.

.

. 

.
 

v...

■

,

 

■■■
'.
 

.. 

-

.

.

.

.... 

■ :■
.
-
.
'
: 

*

.•
■:■
.
.
.
.
:■
.

vl
,

.

•,
■

:-
.

.

 

: ,

 

. く'
' 

-
パ
.
.
.
'
.

-

;
..:
.v
:
v-.
;
:y
 

.へ

..

.ご

中

世

は

：
領

芻

若

衰

は

观

翥

島

高

鹿
；：

の
_

觀

撒

■

_

I :
^

.
•
- 

.
■

 

- 

- 

. 

. 

- 

• 

、

象
は
、
^
同
：の
*

;^
的
首
■

*

に
.於
^
名
或
^

で
^
^
^

が
.に
も
:-
#
*
無̂
カ
微
弱
で
ぁ
つ
て
、
多
數
の
小
領
域
的
共
同
假
ば
略
ぼ
{元
全
な
る
獨
立
を
享
有
し
.て
居
つ
た
。
交
易
經
濟
は
車
に
狹
少
' 

な
る
範
圍
内
に
於
い
て
發
展
を
見
だ
に
過
.ぎ
な
か
つ
た
。
加
ふ
る
.に
其
の
目
的
と
す
る
所
は
、
_
_
,

地
方
全
體
の
利
害
で
.ぁ
づ
て
*
是
れ 

ヵ
'-
^
'め
に
佩
人
肩
衍
動
の
自
由
を
:*
束
^

.
^々
取
場
^:
等
齡
ち
-'
高
率
0
'»
市
說
聲
_
ひ
難
取
^
<7
)
生
*
物

-̂
'
-移
^
に
|1
し
^
之
^

を
防
止
せ
ん
と
し
た
。
■
市
の
ギ
ル
.ド
及
び
有
两
は
、
全
力
を
擧
げV

、

其
の
地
方
の
商
*人
及
、び
'手
エ

業

者

の

利

益

を

增

進

：せ
ん

&
と

. 

を
努
め
た
o 

,
龃
合
外
ー
の
商
，人
は
其
の
地
方
の
消
費
者
と
直
接
に
取
引
.を
行
ふ
こ
と
を

禁
ぜ
ら
れ
、
ギ

ル
ド
商
人
ば
.ル
國
(7
)
;君
主
か
ら
酿
. 

滴
土
;;
;
«多
.の
湯
權
;|
:
厚
::
#

^

^

#

^

%
，
離
求
^

;̂:
.
<
'1-
'
地

(0
,
^

.

.れ
た
。
地
方
的
供
給
は
大
.な
名

警

戒

を

以

つ

て

防

護

せ

ら

れ

，た

が

、

.然
も
、
飢
饉
の
不
安
は
ぁ
ら
ゆ
る
種
類
の
政
策
に
ょ
る
移
入
を
獎 

勵
せ
丄
め
.たQ

で
I

。
地
方
的
量
を
確
保
せ
ん
と
す
.るQ

努
力
は
、
大
革
命Q

前
夜H

至
i

で
、
佛
蘭
西
忙
於
け
る
各
州
間
の 

穀
物
交
易
'を
妨
げ
て
居
つ
た
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。

• 

' -

 

. 

ノ
 

\

-而
し
て
.、
中
世
最
火
の
思
赧
家
聖
ト
マ
ラ
ァ
ク
ィ
チ
ス
は
、
實
に
、見
の
財
政
に
於
い
て
も
.、
又
、
私
の
家
計
に
於
い
て
も
、
等
し
‘ 

く
自
給
自
足
：4
以
？

經
濟
的
理
想
•と
做
す
も
の
で
.ぁ
つ
た
。
國
家
は
或
ひ
は
自
己
の
資
源
に
ょ
り
、
或
ひ
は
又
、
外
國
貿
f

(

_
じ 

經
濟
时
e'
%
王
義
留
'k
史
板
觀 

 ̂

(

1
0#
乜
5
 

•
•



.
縝
濟
讷
自
'給
主
義
思
想
.史
，槪

賴

_
• 

, 

/

.

一
 
〇

2

0
七
六)

.

、

■
て
於
の
孤
要
品
t
供
給
せ
ら
れ
る
。
安
全
？
斯
よ
り
す
る
V

又
、
#
敎

の

、上

よ
り
観
る

’も
：
故
者
に
比
し
て
前
者
の
優
る
こ
と
■は
明 

<か
-で
あ
る
。
戰
爭
の
_
に
は
、

自
給
自
足
，
は
住

'民
を
，
し
て’輸
送
の.困
難

若

し

く

は

輸

ん

の

杜

絕

よ

、り

坐

♦
可
含
.幾
多
の
-艱
難
を
免
れ
し 

.
め
る
O
'平
和
時
に
於
v>
て
も
亦r

自
國
_
物
を
豐
富
.
有̂
す
る
ど
と
が
國
家
に
取
つ
て
ー
層
望
ま
し
い
の
.で
.あ
る
。
#
し
其
の
國
ヵ 

多

數

の

貨

物

を

缺

.く

と

し

た

な

ら

ば

、
.同
國
は
必
‘然
外
國
貿
鈇
に
依
賴
し
な
け
.れ
ば
な

ら

ず

、

H疋
れ
に
由
っ
て
多
數
市
民
の
風
儀
を
填 

.

亂
す
る
に
至
ら
し
む
可
き
が
故
で
あ
る
。
‘外
國
询
人
は
彼
れ
等
の
法
規
'
慣
習
及
び
生
活
様
式
を
澍
し
て
、
讓
に
危
害
を
與
へ
る
。 

而
し
て
、
恵

に

しV
若
し
外
國
商
人Q

例
に
從
っ
た
な
ら6

、

K

間
S

じ
.

S.

交
際
は
置
せ
ら
れ
る
。
加
之
、
市
皆
ら
が
貿 

易
に
着
手
す
る
な
ら
ぼ
、
氣
多
の
罪
惡
に
對
し
.て
門
:戶
は
開
か
れ
る
。
卽
ち
、
商
人
の
最
大
な
る
熱
意
は
利
潤
の
獲
得
に
指
し
向
け
ら 

れ
*
是
；

d

に
由
っ
て
<曼
心
は
市
民
の
心
胸
に
A
る
に
务
り

、、

結
染
は
あ
ら
ゆ
る
物
を
し
て
金
次
第
な
ら
し
む
る
が
故
で
あ
る
。 

信
5

減
良
1:
'
、
欺
喂
ふ
增
加
す
る
0
總
べ
て
の
人
は
唯
り
自
己
の
特
殊
利
益
の
み
，を
求
め
る
が
故
に
、
公
共
の
利
益
は
無
視
ぜ
ら
れ 

r
、

る
。
S
の
報
^
た
る
名
#
が
總
べ
.で
是
れ
等
の
人
々
に
與
，へ
ら
れ
る
時
市
民
的
德
を
愛
す
る
の
念
は
消
滅
す
る
。
斯
く
の
如
き
國
家 

こ
於
い
て
ゆ
、
市
^
的
交
祭
は
腐
敗
t
る
も
の
と
爲
る
L cde'Megimine.

けriocipl, ii,

1
.
3
.
0
0

彼
れ
は
：、.
君
主
の
收
入
を
.論
ず
る
.

'
■
へ
霞
久
—

蓮
領
餐
ど
蓄
寶
ん
衫
氣
認
t>
;
.
:'#
_
o:
»-
却
^
問

,
；.
^

し

.

容
す
る
も
の
で
あ
っ
た
,0
彼
れ
は
又
、「

厳
密
に
言
っ
て
坐
活
に
取
っ
て
必
要
な
る
も
.の
に
富
.む
者
は
，•純
然
た
る
貨
幣
に
富
む
者
よ
り 

知
富
^
で
あ
る」

と
論
じ
て
ゐ
る 

o
'

(In VIII iibros 

o
^
i 

1
 
 ̂

 ̂Parma

聖
ト
マ
ス
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
に
從
つ
て
、
貨
幣
取
得
術(pecEativa)

を
貨
幣
使
用
術(oes'nomica)
ょ
&
區

別

し

‘

.前

者
を
以
つ
て
後
客
に
從
嵐
t
る
^
の
と
做
し
た
。
-貨
胳
及
び
あ
，

£

ゆ
る
種
覿
2
か
は
P

る
經
濟
的
、
用

具

だ

る

'に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
.

，.，
 

-- 

' 

. 

• 

J 

■ 

' 

. 

. 

.
*•
 
- ■ 

•
：
.. 

.

'

.
 

..

•
•る。(ibid; p. 

3
4
8
-0
.是
れ
噚
兩
者
の
相
違
は
.
織
物
業
の
爲
め
.に
梳
を
製
造
す
る
、の
'楸
、
即
ち
道
具
を
供
給
す
る
/0
其
1
と
’
羊 

.毛
^
雄
備
す
^
ぬ
乘
3''
'
'即
_
原
料
^
供
給
ホ
參
ひ
；̂

ゼ̂
0-
抵
違
：に
«
較
螺
ら
作
^
4
^

,■-
>!/
-

■
 

i 

■ 

- 

V 

V
- 

■ 

- 

■ 

: 

- 

■ 

V- 

.

あ
る
。
.
.各
#
技
術
の
，目
的
に
.關
す

，
る

願

望
.は
際

限

の

，
な
'い
，
願

望

セ

：
あ

^
巧

^

^

の̂
.期
圖
に
俊
立
つ
：諸
物
に
對
す
る
顧
望
は
限
ら
.： 

れ
た
る
願
望
で
%
る
。
即
ち
-
そ
は
其
の
規
矩
準
度
と
し
ゼ
の
道
般
の
期
檲
に
，ょ
つ
て
.精
確
に
限
楚
せ
.ら
れ
る
が
'爲
め
’で
あ
る
？
然
し 

な
が
ら
、
金
儲
け
の
術
の
目
的
は
單
に
金
k
儲
け
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
'
.で
あ
つ
.てr 

.是
れ
に
對
し
.て
'は
何
等
の
.極

眼

も

序

す

る

こ
と
を

\ 

- 

I 

,

得
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
■而
も

、

一
定
の
昆
的
に
對
す
る
貨
幣
の
使
用
：、に

關

龙

る

敗

治

的

經

濟

術

は

際

限

'の
な
い
富
を
求

め

る

も

の

.
で

は
，
，
 

な
*<
し
.飞
、
唯
り
其
の
卦
的
に
！T

上
て
助
ポ
と
爲
る
¥:
;̂
廣
の
當
‘
4み
を
'求
め
备
の
.で
あ
.る
，
、
，
而

し

そ

道

跤

の

k

的

は

其

の

.
國

の

良

好 

な
る
狀_

態
セ

蒙

。
t
l
:
,
p
p

、
，

s々

r)

9
.抓
く
て
通
商
、S

&
如
き
夂
之
れ
を
行
ふ
者
が
生
活
す
る
に
充
分
な
I

幣
を
確

: 

... 
- 

;
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.■:
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'
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'
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:
'
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:
-
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.

. 

. 
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-
.■
■

保
し
、
又
、
其
の
隣
^
の
幸
福
增
進
に
>資
せ
ん
.こ
-と
を
1
1
1
1
的
と
す
ふ
限
り
に
於
い
て
是
認
.せ
ら
る
，可
き
も
.の
で
あ
る
0
若

し

其

人

.

.

.
- 

■ 

• 

> 

- 

- 

• 

• 

• 

• 

• 

\ 

.

.

. 

.
•
>
. 

、
 

■

若
し

-.
<
は
其
の
國
民
_の
和
溢
が
之
れ
を
婴
求
し
な
か
つ
^
な
ら
ば
*
そ
は
拋
莱
せ
ら
れ
る
か
、
若
し
く
は
外
人
に
讓
渡
せ
ら
る
可
き
で 

あ
ク
た
。
\
- 

■ 

パ

：
 

,

• 

/ 

■

，
ノ 

- 

ノ

然
る
に
、
难
太
利
亜
及
び
南
.部
修
蘭
西
地
方
ヴ
商
<
の
.活
_

'觀
次
ヴ
千
字
軍
及
び
東
呀
兩
洋
の
交
逄
は
、、i

還
人
民
a：
-
の
接
觸
に 

ょ

(0
て
利
甩
し
得
可
き
貨
物
の
範
圍
を
擴
張
1,
'
.
,
た
。
渐
大
！

於
け
る
鑛
荈
以
發
見
ば
著
し
く
歡
洲
の
通
^
を
增
加
せ
し
办
、
主
と
し 

經
濟
的-E

粉
主
義
思
.想
^
槪
觀 

♦ 

: 

ニ 

、
1
0;
七
£'



I

I

,

*

に

て

 

-
,
•
• 

.

.,1
' 

ベ

:,餐
的

自

給

義

思

想

史

铤

费

.
r 

■
•
二
一 

，

.2
Q
七
八)

て
物
々
，交
換
に
基
礎
を
置
い
た
舊
い
封
建
經
濟
は
新
し
い
貨
幣
經
濟
に
其
の
道
を
譲
り
、
而
し
て
、
後
者
'
1
圍
は
到
る
處
に
於
い
て 

黄
喂
ず
ら
れ
た
。
之
れ
^
並
ん
で
、
'ス
コ
ラ
哲
學
の
，束

縛

ょ

り

解

放

せ

ら

.れ
ん

と

す--
^
の
努
力
文
藝
復
興
は
人
間
の
欲
求
を
拘
束
せ 

る
偷
迦
的
桎
梏
を
除
*
-し
、
而
し
-て
、
宗
敎
改
革
、
姝
に
ガ
•ル
ヴ
•ァ
ン
敎
は
經
濟
的
精
力
を
解
放
し
衙
業
.的
精
.神
の
迪
出
に
#
し
て 

*

#敎
的
栽
可
を
興
.へ
た
。(

中
世
的
制
度
は
皆
、
‘日
を
、追
ぅ
て
、經
濟
上
の
障
賓
と
爲
4
た
仏
人
民
'は
是
れ
等
，の
傾
を
避
け
て
更
ら
に_ 

廣
大
な
る
車
位
を
形
成
し
、.
Mら
に
遠
大
.な
る
利
益
の
同
盟
を
薇
結
す
る
に
，至
つ
た
。
斯
く
し
て
、
都
市
的
で
.あ
っ
-た
法
律
經
濟
.の
制 

度
は
漸
次
國
家
的
と
爲
り
、
次
第
に
强
大
な
そ
民
族
的
國
家
並
、び
苽
國
民
經
濟
，形
成
の
時
代
に
人
る
‘の
で
あ
る
。
近
世
國
f
の
..興
起
ど
.：

.一̂

⑵
必
■
m

纏

」

■
«;
及
：拔
ー
外
_
»;
'
漏
_
露

、_

勸

^
巍
货

^
!§
_
1 |
]
^ :
-
縱
猶
猶
#
的
; »
-潘
統
制
難
代
巧
で
_

レ

爲

り

i»
斯
く
て
自
給
自
足
の
國
家
的
經
齋
政
策
は
、
到
る
處
，，に
於
い
て
、
あ
ら
ゆ
.る
國
.家
的
&
.治
的
權
カ
-%
顧
.注
.し
て
實
胤
せ
，ら
ノ

':
•
•
- 

.

.

.

.

. .. .,■!

.

. 

•
•
+
.
. 

-
-
.
v
r

.
. 

- V 

、：，
 

. . 

.

.

.
r
s 

, 

•

れ
た
の
セ
あ
.る
.
,0
: 

.

.

, 

.

•

、
.
ぐ

 

.

，

.

然
し
な
が
ら
！

如
く
：
 

i

財
貨
i

_

l

ら
れ
、
又
、
1

を
以
芸
あ
ら
ゆ
る
商
企
業
の
^
然
的
基
礎

.圍
を
撖
張
し
や
課
^
的
^
庚
ル
ぎ
卷
^
勝
赴
ぎ
-
^/
國
友
び
^
办
^
 ̂

存
す
る
地
.域
ょ
>i
)
成
る
，

1

大

帝

國

.
の

.. 

、
建

設

に■山
っ
て
、
其
の
糨
成
部
分
を
し
.て
相
--
5
:に
其
の
.補
充
_的
欲
求
.を
滿
、足
.せ
し
め
る
か
、
若
し
く
は
又
、
之
れ
を
廢
棄
し
.て
經
濟
的
，
 

8.
:
際
电
«;
に
«

^
へ
：̂
國
»
幕
に
_
っ
:̂
_
瓦
忙
蓮
^:
せ

:^
;
和
を
&
際
蘭
相
2;
廉
酸
の
^

で
^
け

れ

ば^-
ら
な
か
っ
た
タ

 

« 

.• 

: 

' 

, 

,-

,

.

V
先

づ

-:
:
;
'國
内
ぼ
實
の

;«
政
策
は
國
カ
增
禅
0 -
新
政
策
：に
«
の
寬
;^
讓
今
，_

卜
«
九

は

外

國

齡

舶

の

使_
に
^
つ
：て

有

害

が

る.影

響

を： 

^
:'
<
-る
：.の
虡

れ
\ ^
る
^
の

ぷ

做

し

て

フ_
國

艦

艄

の

.增

加

が

圭

張

 

/

良

く
，海

軍

力

を

維

持

す

る

が

爲

め

東

、

『

ガ
ス
コ
ー
一
ィ
、(G
a
s
c
o

 
一
 g

n
)

及
び
ラ

ン
グ
ゥH 
L

-f
グ
ク

(
L
a
n

^'-
e
d
o
c
)
.

の
諸
啮
方
ょ
り
；

n
 

葡
萄
酒
類
及
び
大
靑
類
は
r
英
國
船
.に
ょ
る
の
外
，.
齎
さ
る〜

を
得
ざ
る
こ
とJ

を
命
じ
た
、
蓋
し
、

此
の
國

(.estate)

わ
舊
政
策 

を
撓
め
て
、
豐
富
に
*m
き
を
置
け
る
も
の
を

兵
力
に
.重
き
を
置
く
‘に
至
ら
し
め
た
が
爲
め
で
あ
る
。
其
れ
に
對
し
て
、

殆
ん
ど
J

y
て
、
.' 

の
舊
條
例
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
外
國
商
人
を
激
勵
し
-
.紙
べ
て
の
種
類
の
貨
物
を
輸
入
せ
し
め
ん
と

す
る
も

の

で

あ

る

、
蓋

‘

'
，选

^
爾
^
遭
ウ
ば
卽
―
せ
ん
マ
邏
運
货
眞
^
水
本
麵
家
^
地
使
を
注
-

^
る
こ
^
が
激
か
つ
た
が
爲
：め
,
あ
る
^
と
ー
說
ん
て
ゐ
.る
0 
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H
i
l
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o
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e
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n
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昭
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七
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版
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重
商
主
義
經
濟
學
說
硏
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三
五
i

照
^
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;

■
讓

難

連

：
：

^

^

流

：
彌

廣

齋

の
_

滕

安

靈

：
め

聽

；
幽

へ
：亦 

_
淨
观
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^
:
^
^
の
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箸
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^
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國
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蓄
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:
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:
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經
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卷
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霞

量
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義
か商

*-

^

_
的
性
£

四
^
_恥
頁
€

品
の
歡
人
'に
由
;^
て
英
國
(0
.手
エ
は
無
用
と
爲
る」

'̂‘1

千
^
5'
、
ー
十
年
の
：
民

議

N
0
4
e a ,Dayes.

中
に
譎
は
外
て
、
A'
民
勺
職
，
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縛

濟

的

自

拾

囊

思

想

史

槪

觀
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;
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'

1

网
.

ハ1
0

八
0)

.

I:
'
奪
ふ
あ
ら
ゅ
る
輸
人
.は
拒
杏
せ
ら
‘れ
、
又
V
’サ
i

ト
マ
.又
•
了
ア
等
に
ょ
.つ
て
'^
業
を
破
壊
す
る
牧
蜜
業
は
非
議
せ
ら
れ
た
の
で 

バ
あ
る
が
、
■

(

前
提
拙
著
八
〇
六
I
七
頁
參
照)

、
時
代
の
經
過
に
連
れ
.て
、
國
防
的
見
她
.は
一
層
节
カ
と
爲
り
'»

金
農
業
及
び
谇
業
葡
度 

の
義
を
成
す
に
至
つ
た 

0 彼
の
一
千
五
百
八
十 
一
¥
'M
の 

> co
l
n
d
i
o
u
s

 cr.Buefe Examination of Certayne 

0
§
4 

Complaints. Q

如
き
は
、假
り
に
羊
毛
の
輸
敗
が
金
銀
を
齎
す
、に
十
分
で
あ
る
と
し
て
も
、
羊
毛
が
最
も
有
利
私
る
瑜
出
農
產
物
と
ぶ 

る
時
は
、
總
べ
て
の
人
は
悉
く
牧
羊
に
從
事
す
る
に
‘至
り
、
‘総
が
て
臣
民
、の
多
數
は
消
滅
し
て
r
國
家
を
防
備
す
る
に
足
.る
人
數
を
國 

^,
4
殘
さ
ぎ
る
.に
.至
る
可
き
を
#
吿

-1
>
て
ゐ
‘る
0 (

『

三

5
學

會

雜

誌

』

第
ゴ
壬
ー̂
第
一
號
所
載
拙
稿『

一
千
五
百
八
十
一
年
版
ク
ブ
ル 

ユ
ー

•
エ-ス*

デ
太
ン
ト

ル

マ
ン
著

、

種
々
な
る
人
々
の
有
す
る
目
下
.の
不
平
の
簡
略
な
る
檢
討』

1
1

四
I
五
頁
參
照y

洵
に
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國
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..

防
は
富
裕
ょ
り
も
靈
大
な
る
^
の」
と
觀
ぜ
ら
れ
る
時
が
來
た
の
で
あ
る
。

、、

.
生
齑
力
を
涵
養
.レ
、
外

國

產

物

め
»
人

を

抑

制1>
い
.：
自

國

貨

物

の

輪

出

.を
獎

勵

：す.る
^
渐
政
：策

我
 

V 

. 

す
る
.の
舊
政
若
代
つ
，た
。
英
佛
先
M;
諸
國
に
比
，し
、
著
し
く
後
れ
て
、
第
十
七
世
紀
に
於
.い
て
、
漸
く
中
世
主
義
ょ
り
近
世
的
讓 

.へ
の
進
路
を
開
か
ん
と
七
て
恶
戰
翼
を
續
け
て
居
つ
た
獨
逸
に
於
い
そ
は
、
專
ら
此
の
時
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例
へ
ば
、
余
は
•
•余
が
欲
し
而
し
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の
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I

る
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、
余
の
手
f

と
•の
‘
 

ぶ

來

，る

务

の

も
.ひ
を
與
へ
る
の
で
あ
^」

と
言
ふ
原
理
は
、
サ
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•
ダ
ッ
ド
リ
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•
ノ
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に
ょ
つ
て
其
の
一
千
六
百
九
十
一
年
の
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あ
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經
濟
舯
自
給
主
_
は
、
其
.の
初
め
に
於
い
て
は
、
攻

擊

摩

.ろ

.防
禦
I

的
と
.す
るf

-

の
.で
.あ
つ
た
。
而
•も
、
.そ
は
其Q

遂
行 

に
際
し
'て
侵
略
的
'な
る

經

濟

的

讓

主

營

.相
貌
を
取
各
の
.傾
向
.を
避

け

，る

ベ
と
が
•出
来
な
か
つ
.た
。
國
家
資
源
.の

讓

は

靈

的

安 

金
の
t
進
に
供
せ
ら
れ
や
ぅ
と
し
た
。
國
ヵ
增
進
の
政
策
は
國
内
充
實
の
政
策
に
優
越
す
、る
に
至
つ
た
。
.そ
は
容
晶
に
或
る
種
の
排
他 

的
な
^
終
|

^
«'
國
^

^
^:
||
換
.歷
し
取
ち
^
る
^
ど
が
出
_

_
臉

;'
<
ひ
加
^
職

に

於\>
>

_

^

^

謂

其
の
氣
業
を
完
了
し
た
。
是
れ
等
の
も
'の
は
中
世
的
制
限
を
.
_

し
、
强
大
な
!2
>統
一
的
民
族
國
家
を
出
現
せ
、し
む
る
に
與
つ
.て
力
が
’
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あ
0
た
0
.集
權
的
民
族
國
家
ば
叉
、
初
期
資
本
主
羲
が
成
熟
せ
る
產
業
資
本
主
義
に
發
蘼
す
る
に
至
る
迄
、
交
通
を
i

す
る
有
力
な
-
 

る
手
没
と
爲
つ
た
。 

英
怫
の
如
1:
适
般
'の
過
程
が
先
づ
最
初
.に
完
了
し
た
諸
國
に
'於
い
、て
は
、
國
ヵ
は
直
ち
に
新
た
な
る
用
途
に
轉
ぜ

し
6
ら
れ
た
。
そ
は
經
濟
力
を
獲
得
す
る
が
爲
必
に
產
業
を
助
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
^-
か
つ
た
。
技
術
的
進
步
は
初
期
.重
.商

主

顏

時

代
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れ
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つ
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業
的
特
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の
時
代
贮
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、；
旣
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の
利
權
は
强
大
で
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つ
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、
其
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獨
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を
脅
す
新
し
.い
方
法
を
妨
，止
す
名
に
足
る
も
，の
が
あ
.つ
たo

肩
方
に
於
い
て
、
技
術
納
改
良
が
荷
利
と
爲
る
が
爲
め
.に
は
、
市 

攀
の
猶
張
を
俟
.た
な
け
れ
、ば

な

ら
^

這
箇
市
場
'の
擴
ぼ
は
商
業
寶
本
主
.
_其
の
#
忙
ょ
っ
て
生
ぜ
.し
泌
ら
れ
大
。
難
十
八
世
齠
に
於
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，
て
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，
商

業

的

膨
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来

の
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由

競

争

の
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限

を

覆

さ

ぅ
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.す
；る
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共
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:叉
發
明
を
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戟
し
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麥

も
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リ.生
產

を

改

良
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張
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る
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商
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從
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仕
せ
し
む
可
き
も
の
.と
做
す
童
商
主
義
：麓
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.に
よ
.ク
：
て

喚

起

，
せ

'ら
れ
た
植
民
地
«

領
域
的
自
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自
足
''に對
す
る
.要
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乂
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{
十
：四
世
.の
.登
極
以
來
、，
.
，^
養
は
中
^
の
：ー
,^
減
少
し
货
：國
民
：：̂

§
減

退

し

：て
ゾ
.農
民
：は

往̂種
澈
を
$
:
へ
缺
<'
-に
.至
：り

、

：

廣

大
' 

な
.る
地
域
は
荒
廢
纪
歸
し
、：.
.其
の
結
果
は
又
、
，製
造
エ
業
ひ
上
に
不
棘
な
を
影
響
を
及
ぼ
し
、
之
れ
：に
 ̂

ヾ
 

の
地
位
が
恰
も
土
崩
瓦
壞
せ
‘ん
と
し
て
居
つ
た
怫
蘭
西
に
於
い
て
、
‘殊
に
、「

自
然
的
秩
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い
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。
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猶
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富
の
源
泉
は
.商
業
、
.植
民
及
び
貨
幣
に
存
せ
ず
し
て
、
土
地
の
畆
出
物
な
る
と
と
を
主
張
し
、
.國
王
ア 

ジ

リ

ィ

四

_.^
恂

つ

て.
1
:
*'
'
'耕
と
牧
畜
.と
‘は
佛
繭
瓯
の
兩
乳
房
で
あ
1)
,フ
丽
し
，て
叉
、
秘
魯-Q

眞
の
鑛
杭
で
あ
り
、
且
つ
財
寶
の
蓄
積 

で
あ
る
や
之
稱
し
秃
ス
’
ッ—

公

め

尙

農

意

見
^

た̂
忙
追
惙
せ
ら
れ
る
所
と
爲
つ
た
デ
彼
れ
等
に
從
べ
ば
、.土
地
は
富
：の
喉 
一
$
 

.

源
で
.あ
る
、
而
し
て
•是
れ
等
.の
も
の
を
增
加
す
る
は
農
業
で
あ
る
。.
1

;p. 331, 337 0
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造
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の
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加
す
‘る
も
の
で
は
.な
く
、
費
用
の
多
い
物
品
で
あ
つ
て
、
五
國
の
牧
入
の
泉
源
’で
は
な
い
。(ibid., 

P, 343.) ！

斯
ぐ
の
如
き
貨
物
の
- 

實
價
は
最
初
の
原
料
及
ぴ
勞
作
者
が
、
.其
の
勞
作
中
に
消
費
す
る
生
活
資
料
と
同1

價

値

の
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貧
|
呔
單
忙
：收-«
の
；：餘

剩

を

處

理

ず

る

¥

め̂

：の
應
急
策
：
に
適
ぎ
ざ
：％

^
の
セ
あ
る
-;
0へ
商
業©
^
.も
新
た
な
る
儐
値
'-
'
'新
た

；な
：
る

富

を
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il
l
造
す
る
も
の
セ
は
な
く
'
商
人
に
よ
つ
て
致
さ
し
め
ら
れ
る
價
格
^
騰
賓
は
、買
手
と
し
て
の
商
人
.が
適
正
價
格
を
支
拂
は
な
：い
か
、 

若
し
く
は
寶
手
と
し〗

て
‘
彼

れ

：が
：
適

正

.價
格

以

：上
；に

其

(0
儐
格
を
定
‘め
る
：が.の
孰
れ
か
.の
1
.方
：に
よ
つ
て
の
み
唯
り
說
明
せ
■ら
れ
备
と
, 

と
が
.出
來
る
。
孰
れ
の
揚
合
に
於
い
て
も
；、
其
の
費
用
は
終
に
生
產
階
級
.の
上
に
歸
す
る
？
罾
豸
は
、
結
局
に
於
い
て
、
商
人
に
よ
：つ

い'/
、'
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蒙
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れ
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費
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支
拂
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る
を
得
な
い
で
あ
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ぅ
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.
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に
於
い
て
乎
、M.

國
に
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つ
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そ
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冬
有
刺
猿
名
政
策
ゆ
，
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0'
'
農
產
物
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»?
^
文
又
：
::
^
純
收
：益
ひ
：持
續
的
旦
斧

se.Yendeurs)

の
利
得
を
極
度
.に
制
限
す
る
と
と
、
即
ち
、
彼
れ
等
の
勤
務
に
對
す
る
茭
拂
を
出
來
得
る
■限
り
低
か
ら
し
む
»T
，き
こ
と

で
..あ
^

、
而

し

て

；
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般
，.の
自
的
.を
達
成
す
.可
き
最
.も
合
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的
'な
る
手
段
は
完
全
恕
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.交
易
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卽
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；
と
觀
ぜ
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れ
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,英
國
紀
#
ぃ
セ
'は
ノ
之
れ
と
略
々
.時
^
同
じ
.
5し
て
/.
>
ジ
ョ
i
ゼ
ッ
フ
：
'
ハ：

ろ
は
。，其
：の
，ニ
千
七
百
五
.十
七
.年

の

.
& 

w
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.upon Money and Cpiiis*

の
第一

部
に
於
い
て
、
.先
づ
’土
，地

と

勞

徼

と

が

總

，

て

の

富

の

泉

源

で

あ

名

ヒ

：と

を

說

き

、
劈

頭

、

「

此
の
'. 

地
球
は
人
間
の
生
乱
を
快
く
吏
持
す
る
.が
爲
め
に
、
’無
限
に
多
樣
な
る
資
辦
.を
I
し
く
有
し
て
‘ゐ
る
。
最
も
强
烈
裊
る
食
欲
を
飽
足
せ 

•
し
む
る
に
充
分
な
飞
•以
上
の
植
.
性
及
び
動
物
性
‘の
，夥
し
，乂
多
種
多
様
な
る
食
料
^
外
に
ぐ
木
材
、
'石
材

、
，
金

屬

等

が

如

何

に

見

事

に

, 

彼
れ
等
'の
種
々
な
る
用
途
肥
適
用
せ
し
.め
ら
れ
る
.‘か
！」

と
述
べ
、(ibid.,

夕1
0
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而
し
て
、r

神
の
攝
理
の
賢
明
な
る
搢
定
に
由
つ
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.て
、
.人
.々

の
間
に
於
け
：る
相
五
：
の

交

際

及
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業

ほ

、
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：
彼

れ

等

.の

と
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に
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>
'又
、必

要
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も

あ

る

。
；
あ

ら

ゆ

る

人

は

他

人

の
助
け
を
必
要
と
ナ
.る
の
狀
&
に
热
，る
0
.又
、
.あ』

ゆ
る
國
は
其
の
自
然
的
若
し
く
は
人
工
的
な
る
過
剩
產
物
の
或
る
も
の
.を
其
の
欲
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す
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可
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1
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々
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を
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.せ
ら
外
、
是
れ
に
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又
：之

れ

に

適

：せ
し
め
ら

■
,(
れ
、
而
し
て
、
.'
彼
れ
等
'が
他
の
方
法
を
.以
つ
て
し
'て
は
.
{套
益
つ
，板
適
‘に
：其

の

欲

望

す

る

，必

宴

品

：
の

.總
ベ
•て
を
取
得
す
る
こ
と
が
出
來

'.V-

.■
■.
 

? 'ノ
 

'■;
■•
-
 

. 

.-

ノ
.
.
/
フ.，.
.べ.
'''
.
.
.
.
、..■■
.へ‘ 

V 

.

.

:;
*
''.
'
,
-
v
'
.
-
.

:;
'..
■.'•
.
...
.

…

-■
--
■•ッ
パ、:■
:
:
、
■
:-

「

.•

.
' 

.

「

-■
,■A,
.
-
,
广';
.-■■■■ 

,;
.:
v1'
:
、
';'
; 

* .へ
 

. 

. 
:,.■■
'
 . 

..,
-
'̂
,
'
- 

.V. 

... 

V
:

、
な
い
所
か
ら
、
特
殊
の
技
順
及
び
業
灘
に
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叉
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い
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も
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に
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い
て
も
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孰
れ
も
幾
分
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違
す
る
が
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に
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の
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般
•に
延
畏
す
る
彼
れ
等
の
利
益
を
看
出
す
の
で
、あ
る
ど
做
し
.て
、
.國
際
的
分
勞
に
立
脚
せ
る
國
際
質
易
理
'論
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
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が
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•二 5

0
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而
も
、
最
も
多
く
の
人
に
對
し
て
仕
事
を
看
出
す
に
由
つ
て
國
內
に
於
け
る
勤
勞
を
增
進
せ
し
む
る
に
資
す
'
 

る
こ
と
最
も
大
で
あ
り
、
又
'
自
國
の
防
備
若
し
く
は
f

に
快
適
な
る
生
存
の
孰
れ
に
取
つ
て
も
有
用
且
つ
必
要
な
る
底
の
外
國
.
 

物
を
其
の
國
民
に
供
給
す
る
貿
易
を
以
つ
て
最
良
と
看
做
さ
為
け
れ
ば
故
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
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後
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じ
く
分
勞
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益
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進
ん
で
國
際
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の

利

益
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し
な
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れ
は
内
®
產
業
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の
爲
め
に
外
國
產
業
に
-一
定
の
負
擔 

を
課
す
る
こ
と
が
慨
し
て
有
利
な
る
可
き
場
合
の
存
す
る
こ
と
を
想
定
し
'
第一

に
、
國
家
.の
防
備
に
.取
り
必
要
な
る
特
殊
の
產
業
を

擧
げ
、
%'
濟

上
<0
撕
貧
上

¥
し

慶

1
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利
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理
凼
に
莪
き
、
彼
の
航
海
倐
例
を
以
つ
て
、
英
國q
總
ぺ
て
の
商
業
規
制
中
、
恐
ら
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最
も
賢
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な
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も
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英
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狹

つ

，
て

は

1
帝
國
內
.に
於
け
^
自

嘗

足

.の
理
_
は
毋
國
咬
ょ
^
て
:»
せ
^
れ
先
租
税
及
び
銃
制
の
；制
度
に
對
す
る
亞
^
利

...

加

植

民

也

の

叛

起

に

ょ

；つ
て
破
ら

.れ
た
o
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ム
、
ス
ミK:

の
書
が
に
表
吼
度
ら
れ
た
命
_
的
带
由
主
義
は
、、著
者
自
身
の
想
像
し
た 

ょ
り
^
容
易
：.に
且
.免
急
速
^
全
歐
に
傳
播
レ
、

-
般
取
承
認
^
る
處
.と
貧
つ
た
0砬
^
^

扭
來
な
か
0
た
英
國
は
、
是
れ
に
.由
づ
て
更
ら
に
自̂

1
る
政
策
を
採
用
す
可
き
實
際
的
瞥
吿
を
受
仕
た
の
..で
ぁ
る
。
，
而

し

て

フ

ア

グ
.

VA
'a
'x
ミ
ス
.は

:*
功
^
現
代
を
說
服
し
、
'次
代
を
支
配
す
を」

に
至
る
の
，で
あ
る
が
、
而
.も
ノ
英
國
は
其
の
後
長
く
佛
«
因
^
.死
1|
を

續
け
、
經
濟
的
刹
得
よ
^

摩̂
ろ
戰
勝
を
念
頭
に
置
い
^
が
爵
め
に
ゝ
蔭
由
貿
易
論
の
效
果
は
”
猶
ぼ
暫
く
は
彳
明
瞭
に
之
れ
を
認
め

.

.る
こ
'と
が
出
來
な
か
.つ
た
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に
由
り
'
自
國
及
び
其
の
同
盟
諸
國
•の
領
域
並
び
に
被
犯 

服

國

，
の

其

れ

：
を

抱

擁

..し
弋

或

る

程

度
.ま
.で
自

給

自

足

的

な

名

帝

國

を

鞲

成
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榮
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破
壊
す
る
の
自
的
を
以
っ
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英
國
貨
物
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人
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を

拒

ん
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自
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封
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し
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來
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經
濟
磬
者
、
■即
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重
商
學
派
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農

學
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說
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批
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し
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ふ
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國
內
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>
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的
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す
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製

邀
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の
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み
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當
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ぴ

蓄

積
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ク
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必
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拿
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產

業

部
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あ
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と
と
を
主
張
し
、
外
國
貿
易
を
有
す
る
こ
と
の
な
い
一
國
は
、
泡
に
或
る
種
の
富
を
有
す
る
こ
と
は
な
い
.で
あ
ら
ぅ
が
、
7Q
-も
、
十
中 

の
九
迄
は
-、
其
の
國
が
、
自
Q
.の
賓
源
に
滿
，足
し
.て
、
，神
の
恩
惠
に
依
っ
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あ
ら
ゆ
る
地
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い
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寬
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^
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潭
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で
あ
っ
た』

。
然
る
に
、吏
那
は
如
何
な
る
歐
羅
巴
國
民
よ
衫
ざ
遙
か
に
大
'な
.ふ
富
の
'程
度
に
到
達
し
た
。
丽
も
、.糙
か
に
其
の
社
會 

構
造
は
其
の
在
り
得
た
が
如
く
富
の
生t

i

に
有
利
な
る
も
•の
で
比
斷
じ
て
な
い
の
で
あ
る
。
我
れ
等
自
身
の
其
れ
よ
り
も
餘
り
大
で
な 

い
島
國
の
日
本
も
亦
、
外
國
質
易
を
有
す
る
と
と
な
く
し
て
巨
大
な
•る
富
を
取
#.
せ
る
も
の
で
あ
.る」ocibif7th. ed., 
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れ
、は
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.自
0
が
_
ぬ
す
る
物
品
の
永
續
性
及
び
必
要
性
と
、；'.其
の

輪

入

す

る

物

品

：の
ノ
其
れ

4
を

比

較.す
る
時
は
：、

其
の 

質
易
に
、よ
っ
て
富
裕
と
爲
名
は
->
歐
羅
巴
、
蓝
細
逝
、
蓝
米
科
加
-
—
其
の
貿
易
を
行
ふ
總
’ベ
て
の
國
々
1

で
あ
っ
て
？
英
國
で
は 

•な
ド
こ
と
を
發
見
す
る
で
あ
ら
ぅ
と
做
し
て
ゐ
-る
。
、英
國
は
逝
來
利
加
0;
掛
民
に
被
服
、
金
物
、
陶
器
、
最
も
緊
切
な
る
必
要
性
と
最 

大
な
る
永
續
牲
と
を
有
す
る
數
多
の
物
品
を
供
給
し
、
而
し
て
是
れ
.に
•代
へ
て
忌
は
し
い
惡
草
、
煙
草
を
收
受
す
る
の
で
あ
る
。
英
國 

の
貿
展
を
行
ふ
他
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.總
.べ
セ
の
國
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就
い
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、も
事
情
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樣
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あ
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學
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上
と
を
主
張
し
た
。

一
國
は
♦
其
の
人
民
の
數
に
比
卿
し
て
其
.の
年
々
創
造
す
る
資
產
の
高
が
大
で
ぁ
名
か
若
ん
く
は
小
で
ぁ
る
か
祀

:
#ク
^

«
嘗
办
相
違
あ
名
も
め
%
あ

：
る_
而

^

弋

代
り
に
、
吾
人
は
驗
物
^
產
出
し
、
其
，の
穀
物
を
以
つ
て
吾
人
は
金
物
製
造
翁
者
の
多
數
を
養
ひ
、
而
し
て
、
此
の
金
物
を
以
‘つ
て
、

吾
犬
.ば
、
吾
人
‘の
穀
物
を
產
出
し
叉
吾
人
の
金
物
を
製
造
ず
る
土
地
‘が
生
產
す
可
か
り
し
よ
り
も
大
な
る
分
'量
の
砂
；麻
を
購
入
す
る
と

し
た
な
ら
ば
、
斯
く
の
如
き
は
芷
さ
に
吾
人
の
地
カ
の
'增
加
.に
等
し
い
も
.の
で
あ
る
。
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れ
斌
、
商
業
は
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然
に
生
'す
^
僻
に
は
、
そ
は
頗
る
有
溢
令
物
で
比
’あ
•る
が
、
而
も
、
極
め
て
溶
為
に
、
餘
り
に
不
廉
尨
る
價
格 
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*
以
つ
て
購
は
れ
る
ご
ど
の
あ
、る
物
で
あ
る
，。
國
民
的
富
及
..び
繁
滎
.の
'一
ー
個
の
主
宴
た
る
泉
溉
ば
、
國S

：

の
使
用
及
び
消
费
を
目
的
と 

す
る
土
地
の
»-
#'
と
加
エ
と
で
.あ
る
0
^-
國
商
業
は
單
に
是
队
等
の
1
|者
5:
-援
助
す
る
物
た
る
に
過
ぎ
女
し
て
、其
の
唯
_ー
 

の
效
敗
は
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該
國
民
を
し
て
、」

定
の
需
要
に
對
し
て
1
の
供
給
を
、
そ
が
國
內
に
於
い
て
是
れ
等
の
も
の
.を
供
給
す
る
.
と̂
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出
来
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よ
か
も
土
.
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■

蚍
及
び
勞
働
の
少
な
い
費
用
で
取
得
す
石
を
.得
せ
し
め
る
•に
在
る
。
又
"
如
何
な
る
’程
度
に
於
い
て
、
對
外
商
業
が
有
利
で
あ
る
可
き 

加

ほ

他

の

諸

菌

民
.：の
亦
精
粑
俅
存
げ
る
ク
例
べ
：
ば

：，
表

國

を

繞

茗

諸

揭

が

ド

英

國

：̂

• 

. 

: 

• 

' 

. 

- 

V.:
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.. 

.

.

.■
: 

.

.

.

有
す
名
が
如
き
狀
態
に
置
か
れ
て
'ゐ
る
際
に
は
、
外
國
市
場
を
目
的
と
’し
て
極
め
て
多
く
を
製
造
す
る
こ
と
が
英
國
に
適
す
る
の
で
あ

.-

-

-

.

.

.
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て
-

‘

、

.
-
' 

-
-
-
-
ぃ-
.

る
、
蓋
‘し
"
同
國
は
其
の
生
產
す
る
所
の
も
の
、
小
量
を
以
つ
て
、
•彼
れ
等
の
生
產
す
る
所
の
.も
の
X
大
a-
を
自
己
'に
供

，
給

す

る

を

得

.
■•-•
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.

.
.
.
.

各
が
故
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
.周
圍
の
國
々
に
於
け
石
？疋
办
等
の
御
品
が
漸
次
高
懷
と
爲
.り
、
之
れ
に
反
し
‘て
英
國
よ
り
の
物
品
が 

-徤
濟
的
|*
1
凝
主
義
1
想
也
櫥
灘
/ 
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-
,
,經濟
的
pi
給
虫
義
思
想
史
海
歡

‘ 

L 

三

〇

2 

0九
六
：

>

'低
.廉
•と
綠
っ
た
な
ら
ば
、
是
れ
等
諸
國
，の
爲
め
に
製
齋
を
行
ふ
こ
と
は
次
第
に
务
國
ひ
狲
益
.た
ら
ざ
る
に
至
る
可
’き
で
あ
ら
ぅ
。
而
し 

V
、

英
國
.の
欲
.望
す
る
物
品
が
彼
れ
等
に
在
ク
て
"

英
國
が
自
己
.の
土
地
及
び
勞
働
に
ょ
っ
て
是
れ
等
.の
も
の
を
供
給
す
る
こ
と
を
得 

一^ ;
傲
格
^

&

3;
_
耶

.:
1>
紅
ま
光
氣
^.
:

^

:1 '
既
に
翁
^

%
是
：れ
舉
0 .
务
麵
を
肋
意
む
>
^

て
製
造
を
.行
ふ
ご
と
な
き
を
以
っ
て
其
の
利
益
と
す
る
に
至
る
可
き
で
あ
ら
ぅ
。
斯
く
て
、
.對
外
商
業
の
動
嵇
は
、
國
民
的
藥
榮
の
按 

し
く
誤
っ
た
表
示
を
與
へ
•る
。
國
民
的
繁
榮
は
、
或
る
場
合
に
は
、
之
れ
を
廢
棄
す
る
と
と
に
由
つ
て
す
ら
企
圖
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

.:
'
,V. 

>
:■
■

-

: 

::.
 
'
,-，■: - 

. 

.
■■
' 厂

, 
- '■■
/■;
'■' 
.
..
' 

- 
.... 

. 

. 

.
'■、
.

:•
■
.'

■
• 

.

.

.
..
.
.
•

る
の
で
あ
る
。
-(ibid.,. PF;.. 

115.11600.. 

'
.
-
.
.
、
.

ミ
ル
は
.、
唯
り
生
產
の
衆
源
に
關
じ
て
の
み
な
ら
ず
‘、
消
費
'の
部
門
•
に

關

し

て

も

亦

、
‘英
國
人
の
間
に
誤
解
の
多
い
こ
と
は
前
#
に 

I

I

る
こ
と
の
な
い
も
の
|

と
觀
る
。
直
接
I

I

る

謹

5

っ
て
論
大
部
分
妨
囊
せ
ら
れ

t

f

 

:

る
：
娘

、

蓄

積

を

行

は

ん

と

す

，る

P
性

间

は

ノ

經

驗

ょ

り

推

し

，て
、
：
尙

は

1: 層

有
1

る
傾
同
な
.る
が
如
く
で
あ
る
。
：'而
し
'て
> 
苟
も
人 

キ
が
、其
め
財
1
1
:
6
.

享
有
の
'
{女
全
で
あ
る
所
に
於
い
て
は
、彼
れ
等
の
大
部
分
は
常
に
、其
の
，取
得
す
る
所
.の
ん
の
を
.し
.て
彼
が
等
の
使
,
 

ず
2>
'所
め
も
の
1
超
過
せ
^
め
_
と
努
カ
ず
る
办
免
あ
る
.?
'
':
.此
.の
：#

カ

な

各

敗

每

に

 

其
の
勤
勞
の
餘
地
-̂
有
す
を
あ
ら
妙
る 

國
民
は
不
斷
以
進
紙
を
爲
じ
>
敏
來
の
.年
收
益
を
其
の
前
年
の
一
其

.■
超
過
せ
し
め
ん
ど
す
る
は
當
然
で
.あ
る
。

p
p
,
11

7
.
.

〕

q 

'然
レ
#
が
ら
、'
,斯
ぐ
办
_
<>
有
ヵ
且
っ
木
動
な
：る
原
理
の
作
用
に
由
女
て
、へ
吾
人
は
到
ん
處
：阵
富
裕
と
繁
榮
を
期
待
す
可
き
で
あ
々
た 

◎.に
、
實
際
上
に
於

V?
て
.は 

> 殆
ぶ
ど
刹
る
處
に
■■
,
'
!
.
:

貧
困
と
窮
苦
と
を
見
る
の
.寄
異

啟

る

矛

盾

は

？
那

邊

：に

齡

CO
'
:解
決
を
看
出
す
可
费
J 

>
ぁ
ら
う
が
P
A'
'
類
：̂

#
の
；
個

.
々
め
，
能

力

^
よ
つ
て
，.增
殖
せ
4
む
％
の
：傾
向
著
む
く
强
大
な
る
財
產
.は
何
者
に
ょ
0
て
滅
盡
_せ
^

办
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
。(ibidv p.. 

1
1
S
0
O

ミ
，ル
は
、
.沈
滞
2
困
窮
の
鼠
.®
を
戰
役
に
求
め
る
0
戰
役
は
國
民
の
霽
榮
.を
减

落

せ

.
し 

.む
る
有
律
な
る
風
で
あ
る
ノ
と
彼
れ
は
言
ふ
.。(ibid., 

P. 

1
1
9
:

0,
個
人
‘の
創
造
的
努
力
ば
、
斷
じ
て
其
の
E
大
た
る
消
費
に
匹
敵
す
.
 

る
こ
と
を
得
ず
し
て
.、
繁
榮
の
萠
芽
は
食
ひ
^
さ
れ
る
。(ibid., 

p. 

1
2
1
0
0

是
に
於
い
て
乎
、
彼
れ
は
、
戰
役
に
關
す
る
一
般
的
考

.，
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.
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.ン
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•

■■
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-.
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•.察
^
符
ひ
ノ
，
更

ち

に

進

展

で

、

當

時

狩

は

れ

つ

\
あ
：る
戰
役
に
論
^
<1>
,'
今
や
荚
铆
兩
國
は
孰
れ
も
最
^
他
に
對
し
て
多
く
0

■
 

, 

S.
 

,
 

-
 
.
 

■
 
,
 

; 

.
 *

:輿
べ
る
こ
.と
(0
出
來
炎
地
铯
に
：到
達
む
た
觀
が
あ
を
と
傲
し
セ
'ゐ
：る
タ
.怫
蘭

西

は

亳

：も

海

上

，
に
於

^

來
ザ 
>へ
又
、
：英
國
.ば
毫
紀
睦
尨
迄
於
げ
：.る
.佛

蘭

駆

：
の

優

越

を

©:
ず

こ

と

が

■•
,
 

.
 

r
 

..<■.• 

.

.

.

.

.
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•
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•

、..

-し
、
•其
の
夫
炎
の
人
民
の
不
幸
を
永
存
せ
し
め
る
.こ
と
は
出
来
ょ
ぅ
が
、
孰
れ
^
何
等
の
相
對
的
利
益
を
も
取
得
す
る
こ
，と
が
な
い
，で 

あ
ら
ぅ
、
蓋
し
、
兩
者
に
‘在
づ
.て
衰
頹
の
諸
原
因
は
等
し
く
作
用
す
可
き
が
故
で
あ
る
。(ibidr, p. 

1
2
3
0
0

ミ
ル
•は
.
、

荚

國

比

其

の 

軍
隊
を
大
陸
に
送
つ
て
ボ
ナ
パ
ル
、ト
を
征
服
す
る
の
望
み
を
抱
く
こ
と
が
出
來
ず
> 
齢
猶
ほ
蒞
く
し
て
、
身
體
壯
健
"
加
ふ
る
に
、
極
■
 

めV

節
制
を
重
ん
じ
、
盛
ん
に
體
操
を
行
ひ
、
’且
つ
其
の
精
神
は
常
に
宂
奮M

S

れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
平
靜
に
歸
せ
ん
と
■

知

つ

；
卜

あ

：
る

•
顧
が
聰
導
_

te
.ぼ
恐
^
も
缓
1采
解
を
#
:
在̂
故
る
：可
^

と
論
じ
て
、
當
時
の
主
戰
論
者
0
主
張
を
擊
破
せ
ん
と
.し
た
の
で
'あ
.る
0 (ibid 。

pp. 

124-12700 

,

•
.
.
之
れ
に
對
し
て
、K 
ペ
ジ
ス
は
更
ら
に■■.1

^
A
H〇
A

¥
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A
g
r
i
c
u
l
t
u
r
e
t
h
e
s
o
u
r
c
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the objection's ur
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g
h

、
R
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p
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v
i
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s
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pam
p
h
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o
m
m
e
l
i
c
e
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を
著
し
‘て
論
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を
賦
み
た
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S
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C
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給
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義
思
想
與
樹
数
、
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'
'

;■
一
一
三
‘

(

1
0允
八)

-
之
卞
と
恪
々
.寺
を
同
じ
ぅ
し
て
、
外
國
穀
物
輸
人
め
危
險
か
ら
國
民
を
保
護
ず
る
が
爲
あ
に
-農
業
认
獎
勵
若
じ
く
は
保
護
を
行
ふ
の 

必
要
あ
り
や
否
や
に
關
し
て
、
當
時
の
ニ
大
經
濟
學
者
，
即
ち
マ
ル
.サ
-

.K

と
リ
カ
ー
ド
オ
と
'の
間
に
意
見
の
相
違
を
見
た
。

サ
1
*
へ 

ン
リ
ィ
*
パ
ー
ネ
ル
は
、

一
千
八
百
十
三
年
、
議
會
、に
於
い
'て
，、
-ア
ダ

ム

.«

.ス
ミ
ス
が「

國
防
は
富
裕
ょ
り
ヽ
も
遙
か
に
一
層
重
要
な
b」

.と 

表
へ
る
言
を
即
用
し
尤
ハ
其
の
國
を
飢
饉
ょ
り
防
正
す
る
に
足
る
^

^
を
產
敗
す
る
‘は
國
防
の
部
類
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
0 

(

甚

和

十

一

|

年

版

、
•
拙

著
f

經
濟
學
史』

上
卷
ニ
七
〇
頁
參
照T

 

•マ
ル
サ
ス
は
其
の
，翌
一
千
八
百
十
四
年
，の
著
.p

v
s
e
r
v
a
d
o
n
s

 

on. the 

E
j
e
c
t
s

 

of 

^

o
o
s La

w
s

"*.an<i 

of a

 Rise or 

Fall 

i
n
t
h
e

 

Price of 

C
o
r
n

 

o
n

 the 

Agriculture a
n
d

 

General 

W
e
a
l
t
h

of the. c
o
s
t
r
y
r

に
於
い
て
、

外
國
穀
物
の
供
給
に
依
存
す
，，る
の
危
險
を
擧
示
.し
、
M
‘ら
に
其
.の
翌

十

五

年

のH
t
e

 

G
r
o
u
n
d
s

 

of 

a
n

 

O
p
H
i
o
n

 

o
n

 the 

^
 

 ̂

Foreign
、
C
o
r
n
.

に
於
い
て
、
大
藤
業
國
た
る
隣
邦
佛
蘭
西 

が
、
其
の
前
^
、

ー
ク
‘ォ
，彳
グ
ァ
に
就
き
凡
そ
四
十
九
志
に
達
す
る
迄
は
、
穀
物
の
輸
出
を
自

-*
な
ら
し
め
、
而

し

て

之
れ

に

達
し 

た
後
ば
、
'金
然
其
の
輸
出
を
禁
ず
る
の
法
律
を
通
過
せ
し
ぶ
た

一
事
，を
以
つ
て
、
外
國
穀
物
の
供
給
に
依
賴
す
可
か
ら
ざ
る
最
重
要
な 

•る
理
由
と
做
し
た
-。(

前
褐『

經

濟

警

』

ニ
七
三
丨
ニ
七
六
頁
參
照
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：

然

る

に

、

是

れ

に

對

し

て

-
、

，リ

カ

_
1ド
オ
.は
、
其
の
一
デ
八
百
十
五
年
の
.小
册

子

>-
3 

E
s
s
a
y

 

.03-the 

Intisnce

 

o
f

 

a
l
e
w

■ 

■
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■ 

■
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J
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，
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t, 

.
 

: 
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Pride 

o
f
o
i
'
o
a

 the Croats 

of 

stock,.

に
.於
い
て
、
英
國
に
し
て
若
し
規
則
IK
.し
く
輸
入
を
行
ふ
國
と
爲
り
、

，而

し
て
外
國
人

• 

, 

- 

,

.

,

が
安
ん
じ
て
英
國
市
鐵
の
需
要
に
信
賴
す
る
こ
と
を
得
た
と
し
，た
ほ
ら
版
、
穀
物
處
出
國
に
於 

> 
て

、

遙

か

忆

多

,<

の

土

地

が

職

姐

ゃ

目
御
を
以
っ
て
耕
作
せ
ら
る
.、
に
至
る
可
I

と
を
述
べ
、
豪

f

い
て
僅
々
.數
，
週

枚

に

！消

費

せ

ら

れ

.る
穀
物
S

値
を
考
察
す
る 

.時
は
大
陸M

し
.て
穀
物
の
莫
大
な
^
分
栽
を
同
國
.^
供
給
す
る
に
革
0
た
な
；ら
ば
、
.最
も
廣
い
範
圍
に
■互
.っ
で

破

壞

的

な

る

商

^
,
災 

厄
を
來
さ
し
む
る
と
と
な
く
し
て
、
輸
出
貿
易
を
，簾
す
る
を
得
ざ
る
こ
と
を
知
る
.可
‘き
-で
.案

と
論

じ

、

而
し
て
如
何
な
る
國
家
の 

元

首

又

は

典

の

聯

合

と

雖

も

、
•
•
進

ん

で

1
の
人
民
め
上
f
i般
の
‘災
f

蒙
ら
し
む
る
匕
と
を
f

な
い
で
あ
ら
ぅ
し
、
又
、
之

れ
を 

欲
す
る
と
し
て
も
パ
如
何
な
る
人
民
も
、
恐
ら
く
は
這
般Q'

方
策
に
服
從
す
る
と
と
が
な
い
で
I

ぅ

と

說

き

、

其

の

適

例

と

し

で

，
、 

露
西
原
產
物
輸
出
を
紫
止
ぜ
ん
と
す
る
ナ
：

C
V

X
Q

努

力

が

、
此

の

國

の

人

，民

を

し

そ

彼

れ

袅

？

し

め

た

主

要

I

原
因
： 

で
あ
っ
た
こ
と
を
擧
乐
し
た
の
で
あ
る
。(

前
揭『

經
濟
學
史j

三
.ぐ
ニ
ハー

七
貝
、

彼
れ
は
又
、
其
の
一 

'千
八

百

.
一
一
十
一

一，年

の

o

u
 

f

 

Protection to 

Agriculture.

に
，於

い

て

、

外

國

穀

物

篇

存

す

を

の

.危
險
象
げ
て
穀
物
貿
易
の
自
，由
に
反
對
す
る
者
に
答
へ
、
 

英
‘國
忙
し
てW

Q

年
々
沿
费
す
る
定
置
の
葜
な
备
分
を
輸
人
-す
る
も
以
と
爲
っ
た
な
ら
ば
、
英
國
の
需
要
は
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も
な
く
不
斷
で
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物
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夥
し
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は
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特
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英
國
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的
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し
て
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外
に
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い
て
產
出
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矣
な
け
れ
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ら
ぬ
が
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に
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穀
物
を
收
受
す
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國
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國
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參
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濟
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史
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ら
れ
、
立
法
上
に
•於
け
る
'支
配
：. 

力
と
爲
っ
た
。，英
國
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摩
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史
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中
し
、
是
れ
等
の
•も
.の
を
購
入f

る
が
爲
，め
.に
工
業
製
品
を
使
用
す
る
に
由
つ
'て
其
の
•富
裕
の
程
度
$

加
す
可
i

の
’で
ぁ
灸
ぐ 

と
考
へ
.ら
れ
た
。
經
濟
學
者
は
、H

業
に
在
っ
で
は
收
靈
增
法
财
が
作
用
す
る
&

し
‘

業
に
患
て
は
收
益
遞
裏
則
か
作
用 

.す
I

と
b
敎
へ
た
。
大
規
模
の
機
械
生
產
|

い
‘家
內
制
鹿
の
.手
.工

業

にft
*
っ
た
。
海
峡
I

國
を
侵
略
か
ら
免
れ
し
'め
た
。
ジ
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‘
丨
ム
’
f
ミ
'ル
，等

の

豫

想

に

反

し

V
、

英
國
は
攀
ナ
ポ
•レ
オ
ン
I

S

Q
同
國
の
船
邮
は
糞
の
通
商
航
路
を
支
®
し
た
。
英
國
の 

植
民
地
は
I

界
§

が
.っ
た
。
英

.

貿
I

謹
的
に
增
加
し
か
。
自
由
質
.
f英
國
商
人
iが
世
界〖

市
f

征
服
す
る
の
自
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I

味
す
る
も
の
と
爲
っ
.た
。
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國
は
世
界
の
i

と
化
し
っ
、
I

も
の
で
ぁ
っ
て
、
又
.
.將
來

永
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斯
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の
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如

き
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維

持
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可
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も
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、
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に
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ぇ
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た
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業
主
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し
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於
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爲
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し
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懷
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濟
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が
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‘一
千
八
吉
四
十
四
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十
月
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て
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れ
る
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は

一
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朝

に

し

，
で
，
時

代
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兒
上
象
つ
た
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彼
れ
の
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特
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た
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樂
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的
氣
如
主
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英
掘
茈
統
學
派
經
麗s
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し
て
居
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‘つ
た
ゃ
ぅ
な
堅
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す
る
も
の
で
は
な
く
、
.又
、
一
彼
れ
の
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由
貿
易
運
動
は
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彼
の
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.ブ
デ
ぶ
び
ブ
ラ
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し
て
成 

功
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贏
得
せ
じ
め
た
確
乎
た
る
歷
史
的
隊
級
的
根
抵
を
有
す
る
念
で
も
な
か
つ
た
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彼
れ
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只
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穀
法
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盟
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づ
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ふ
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が
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つ
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右
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は
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？
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な
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、

又

、主
と

し

.て
！

！

業

に

依

存

す

る

獨

逸

の

如

S

家

は

-
侗

人

め

安

-

_

に

必

W

缺

く

可

I

る

經
 

露

安

要

霉

す

る

が

爲

め

に

國

家

的

S

的

干

渉

の

政

策

美

求

す

る

こ

と

，を

塞

し

た
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、

彼
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一
 

一
 

O

S

,ユAr§

x?
あ
る
0.
フ
ィ
ビ
デ
に
從
べ
ば
、
國
家
は
仞
ょ
り
も
先
づ
釾
外
商
業
に
對
し
て
為
然
自
己
を
閉
鎖
し
、
而
し
て
、.、
爾

後

、
分
離 

せ
し
め
ら
，れ
た
商
業
團
體
を
形
戎
す
る
こ
と
.、
恰
も
國
家
が
是
れ
迄
既
に
■分
離
せ
し
め
'ら
れ
た
^
律
的
及
び
政
洽
的
麗
を
形
成
し
て 

居

っ

た

と

同

樣

な

る

可

'
^
で

f

。
這
般Q

分
離
に
しV

■

成
立
す
る
な
ら
ば
、
其Q

他Q

總
べV

Q
、

も
の
は
‘極
めV

容
易
黑
成 

•^
^
>̂
w
§-
^
0
^
?
d
e
r
.
;
.
g
^

B:
o
s
s
n
e
.
_
.
.
H
a
n
d
e
l
s
s
t
a
a
t

，
^
s
^
^
 ̂

'

土
地
の
表
齊
の
ム
资
部
分
^

興
.の
住
民
：と
井
.に
、
 

政
治
的
全
體
を
形
成
す
可
く
自
然
.に
ょ
0
て
.明
確
に
決
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
分
離
し
て
は
存
立
す
.る
こ
と
の
出
來
ぬ
諸
地
帯
も
、
結

合

.

.す
ル
^
、
其
の
由
民
に
最
高
の
繁
榮
'を
來
さ
し
め
る
の
，で
あ
る
。
所
齓
、
國
家
の「

自
然
的
境
界」

が
云
々
せ
ら
れ
.る
場
合
に
は
、
決
し 

'
て
唯
发
單
は
.軍
^
•的
に
掩
護
せ
^
れ
た
堅
牢
な
境
界
の
み
で
■は
な
く
1
更
ら
に
夫
れ
以
.上
に
生
產
的
獨
立
及
び
自
足
が
考
慮
せ
ら
れ
.

:
.
(.
:
.
.■ 

:
め
れ
め
な
:̂
ぬ

續

み

-
1
.
4國
民
绝
義
經
濟
學r

r
〇
九
1一

..1

0 
頁
參
照
^

■■
■ 

- 

• 

, 

•,

當
時
.フ
ィ
■ヒ
.テ
の
著
は
概
し
て
不
評
で
あ
っ
て
、
後
年
浪
漫
主
義
•の
經
濟
S
者
と
し
'て
其
の
名
を
輝
か
す
に
至
っ
た
ア
ダ
ム
• 

i
フ
ふ
如
き
も
、
此
の
時
代
に
於
い
て
は
猶
ほ
全
然
ス
ミ
，ス
學
派
の
精
神
を
以
っ
て
フ
ィ
ヒ
テ
に
.反
省
し
、
彼
，れ
が
ー
>

八
百
〇
ブ 

年

卜 
ニ 
弓

、Neue 

BerHnische 

M
o
n
a
t
s
c
h
r
i
f
t

，
Kl
w

^

^
-o
b
e
r'r
f
>l
n:'
p
h
io

^
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<
{§ H

e
r
m
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'betitelt D
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 gescHossene Handelsstaa

r-:.

に
於
v>
て
■:
■
■'».フ
イ
ヒ
.テ
■の
.經
濟

史

的

實

證

的

知

識

の

.
缺
乏

 

' 經
濟
學
>
の
文
献
に
就
.
>'
.
.

て
.の
無
識
、
及
び
狹
隘
な
る
地
方
的
態
度
を
激
し
く
非
難
し
、彼
れ
の
見
解
を
經
濟
過
程
に
對
す
'る
ア
ダ
上
*
ス
ミ
ス
の
深
遂
な
る
洞
察
、

と
不S

な
.る
對
照
.に
置
き
、.丽
し
そ
、
特
に
、'
國
家
の
_
眢
に
關
す
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
稱
.請

を

凝

問

と

し

た

.0
而

し

て

、.ナ
ポ
レ
オ
ン
.の

大
驗
封
鏆
に
由
^
身
鏆
窗
業
國」• ：

の
龈
分
的
實
現
に
ょ
っ
て
生
じ
た
現
實
の
本
，快
な
印
象
其
の
他
は
、
li
t
.
.

の
著

を

し

て

更

ら

に

不

 

な
ら
し
1
る
に
役
立
つ
も

の

が

ぁ

づ
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ア

ダ

ム'«
ス

ミ

ス

の

影

響

は

愈

‘々
獨
.填
に

於

い

て

顯

，
著

と

爲

.る
に
を
っ
た
0ニ
千
ル
，百

'+
'

-

八
年
^
魯
西
に
於
.ぃ
‘て
は
、
.國
內

交
舄
か

.

.

ら
爐
璜
な
4

* «

課
、
和
税
及
び
_多
數
の
封
建
袖
障
害
が
排
除
せ
ら
れ
た
。
官
1
及
^

職̂

に

在

る

經

_
濟

學

^

は

新

思

想

れ

洗
-1
を

受

け

.
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v
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"
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e
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®
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a
r
l
v
o
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und z
u
m
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及
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ハ
ル
：デ

ン

べ

ル

グ

(

F
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t'̂
r
l
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A
u
g
u
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ノ
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は
實
に
萁
の
嚮
導

.

者
で
ぁ
っ
たo

.

而
し

て

、
.
：

一’

千

八
百
ニ
十一

年
の
普
國
關
税
は
、
愼
重
な
•る

態

度

を

以

って
-
ス.

ミ
ス
、の
：學
說

を

適\

用

し

た

歐

洲

大

陸

最

初

の

，關

税

で

ぁ

っ

た

。

.一.

.千

.八
百
■五
十
年
以
ル
、
普
魯
西
は
愈
ヵ
自
由
貿
易
に
向
づ
て
進
み
、
.一
千
<
百
穴
十
1
- 

年
に
は
，

前
記
六
.十
年
の
佛_

英
條
約
に
等
し
い
條
約
を
佛
蘭
西
と
協
定
し
た
。
同 
一■方
針
•に
%
い
た
協
商
は
他
の
獨
逸
諸
國
及
叹
壤
太
：
.

利
と
■の
間
に
^

i-c
た
0
0獨
.逸
人
は
其
0.
製
造
品
の
大
部
分
玄
輸
入
し
、
農
糜
概
克
輸
出
し
’て
居

っ

た

間

は

、
、
英

國

を

講

美

し

、

'經

腐
■-
.

、

.
 

的

自

由

主

義.
^
®用
'
K

と

が

出

來

次.
o然
し

な

が/
 ̂二
千
八
百
七
十
九
取
七
■月
十

五

日

に

は

、
獨

逸

の

產

業

主

義

者

ば

、
'
時
の

宰
相
ビ
ス
ア
ル
ク
を
し
て
國
內
產
業
麻
護
の
目
的
を
以
つ
て
す
る
關
歡
法
を
發
布
せ
し
む
.る
に
足
る
の
カ
を
有
し
で
黾
0,
た
0ミ
.：
-;
'
''
'
^
^
^
^
,
 ̂
、

f
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自
由
^
易
の
製
に
關
し
て
菌
と
同
様.Q

地
位
に
.在
る
5

が
殆
ん
ど
他
に
.存
し
な
い
こ
と
は
傲
め
て
明
か
で
.ぁ
る
。
マV

チ
，

H 

.
、

/ 

ス
ヴ
ー
學

派

は

終
.に
英
國
以
外
の
列
强
を
し
，て
其
の
國
際
主
_
的
貿
易
理
；論
1
信
奉
せ
し
め
る
で
と
が
出
來
な
.か
っ
た
デ
國
際
主
義
的
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,.

l

"
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.
;
:
:
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.
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史
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,あ
，
る

，

業

は
.毫
^
！f

^;
商
觀
上
異
な
名
こ
ど
&
く

、

文

，
：
國

際

的

分

勞

.の
利
害
ぬ
個
人
的
分
勞
の
其
れ
と
同
1
種
で
あ
る
と
見
、： 

W
際
質
易
は
其
の
，愈
々
自
由
な
‘る
に
從
ひ
‘、
其
'の
利
益
は
益
々
大
.で
_あ
る
と
做
す
|
界
主
8
的
な
る
自
凼
貿
易
論
.は
:>
唯
.り
、
海
軍
力
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'
を
栽
礎
と
す
る
か
、
若
し
く
は
、
、跃
時
に
食
い
て
す
ら
海
洋
の
自
由
を
^
^
す
る
國
際
法
規
が
嚴
然
勵
奸
せ
レ
れ
づ
丄
あ
る
こ 

と
を
前
提
と
し
て
の
み
初
政
て
主
張
せ
ら
れ
得
る
も
の
セ
，‘あ
る
。
海
軍
か
の
優
越
^
總
ぺ
て
の
國
々
に
^
つ
て
享
有
せ
ら
る
、
を
得
な

'
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-
.
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.い
こ
：
と

ほ

固

ょ
K
明
が
だ
こ
と
で
あ
り
、
疋
完
全
.な

る
海
.洋
の
良
由
が
確
保
せ
ら
る

X
を
得
な
い
i
'す
^
な
ら
ば
'、
敦
ひ
比
國
民
的'

產

--.ソ...

V
- 

'
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>
.'
- 

' 

-
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-
-
-
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.

、業
の
.獨
立
を
目
.的
と
1:
;
-或
ひ
，
は

國

民

的

當

强

を

樹

韻

と

し

て

"
新
生
未
發
達
の
產
業
を
國
家
の
力
に
ょ
つ
て
保
護
せ
ん
と
す
る」

の
意 

見

が

提

唱

せ

ら

れ

な

げ

れ

ば

な

ら

，
ぬ

こ

ど

は

當

然

、で
於
る
。
、
撕
く

V
、

SS
米
利
加
及
び
獨
逸
の
未
發
達
^
業
'保
_
論
は
、
國
際
的
分
勞
へ 

に

歎

礎

を

置

く

國

際

的

甜

1
4從
存
の
，理
論
ど
^
は

な

け

れ

ば

故

ら

致

如

つ

、
た
、。

獨

の

フ

リ

ー

ト

リ

ッ

ヒ

•リ
ス
ト
と
米
の
へ
ン
リ
ィ
•
チ
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<靡
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優
越
に
對
し
て
糜
史
的
諸
理
兩
を
指
摘
し
、
先
進
國
の
競
郇
者
に
對
坑
し
て
有
效
な
る
^
!
!

,

.

.

.

.

.
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.
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ぃ
を
自
國
の
鹿
業
に
興
ふ
る
.が
爲
め
，に
M
税
障
壁
を
高
ぅ
し
、-而
し
て
.其
の
蔭
に
其
の
■夫
々
の
爾
家
の
潜
相
的
資
源
を
發
達
せ
し
む
る
の
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權
利
を
^

等̂
：の
®'
々
の
爲
め
に
主
張
0
た
。
.而
も
、
彼
れ
等
は
旣
に
ニ
世
代
の
間
北
.米
合
衆
國
に
行
甘
れ
て
居
つ
た
政
策
に
對
し
て

-
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.璉
論
的
是
認
を
與
へ
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過
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ざ
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つ
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斯
く
の
如
き
政
策
の
一
般
觀
叙
は
、
■

早
く
靳
に
ァ
レ
，グ
ザ
ン
ダ
ー

a

ハ
ミ
ル
ト
ン
が
一

.

千
ゼ
百
九
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